
 

1 年で一番爽やかな月であったはずの 10 月でしたが、残暑のように暑い日が続いたかと思うと肌寒い日が続いたり、正

しい季節の感覚がずれてきそうです。地球の自然環境が確かに今までとは違ってきていると年々強く感じます。そんな中

だからこそ、幼稚園では季節感を大事にして日々の活動をしています。 

さて、10 月もたくさんの行事がありました。運動会、遠足、緊急事態宣言で延期になった交通安全教室、サツマイモ掘

り、日々の生活の中で鳩山という自然豊かな中だからこそ感じるられる、季節を満喫する活動をすることが出来ました。

交通安全教室で来てくださった指導員の皆さんも、幼稚園のことを良い環境のところにありますね。と褒めてくださいま

した。 

 

                        

運動会を終えて思うこと 
                           

鳩山幼稚園長 岡部 玲子 

１０月９日(土)に運動会が実施されました。朝、実施の判定をする時間には全く雨は降っておらず、延期をするという考え

は全くありませんでしたが、幼稚園につくと雨が降った跡があり驚きました。さらに開会式の途中から雨が降ってきてしまい、

子供たちはテントで待機となってしまいました。本当に悩ましい天候で、何度も判断を迫られました。１０時までに天候が落

ち着かなければ、子供たちの安全を考え延期としました。すると思いが届いたのか 10 時になると雨が止み、演技・競技が再

開されました。予備日も雨でしたので実施できて本当によかったです。 

さて、この日を迎えるまで演技も競技も何度も何度も練習をしてきました。競技では思うように

いかないと悔しくて泣いたり怒ったり、なかなか気持ちが乗らず練習に参加しなかったり、おしゃ

べりをしてしまったり、などなどいろいろなことがありました。その都度、出来たことは褒めつつ

も、何度も何度も話して聞かせ繰り返し繰り返し練習をしてきました。私からもさらに良くなるよ

う意見を述べると、次の練習時には具現化できるような手立てが講じてあり、子供たちの揃った演

技につながりました。周りの職員も出来る限りのバックアップはしますが、基本的には担任が指導

の中心です。特に年長の組み立て表現の練習では運動会が近づいてくるにつけ、担任の真剣勝負の

様子が伝わってきましたし、子供たちもそれに応えようとする様子がありました。 

わずか５歳の子供たちであっても一つのものを創り上げていくためには、その前に乗り越えなけ

ればならないことがあることを感じたのではないかと思います。そして、そのがんばっている姿を

見て、４歳児クラスのさくら組の子供たちにとっての、あこがれの〝にじ組″となれるのだと感じ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 さくら 組 に じ 組 

11月上旬 

 

 

中旬 

 

 

 

下旬 

・木の実・葉を使って遊ぶ。 

・にじ組のお店屋さんごっこで、お金を作って買い

物をする。 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・山村短期大学を訪問する 

・お楽しみ会について話を聞きながらオペレッタ

や歌の準備をする。 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて＞ 

・お話の役になって遊び、歌を歌う。 

・オペレッタのダンスをみんなと一緒に踊ったり、

役に分かれて踊ったりする。 

・オペレッタや歌に必要な物を作る。 

・お店屋さんごっこの話し合いをして、 

製作準備する。 

・さくら組を招いてお店やさんごっこをする。 

・ヒヤシンスの水栽培をする 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・山村短期大学を訪問する 

・お楽しみ会の劇について話し合い、準備をする 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて（劇）＞ 

・お楽しみ会での出し物を話し合う。 

・劇の役割分担を話しあって決めて練習する。 

・お楽しみ会に向けて大道具や小道具等必要な物

を作る。 

抜いてきた黒豆の枝からの莢とり 

大きいのがとれた！ 事前の蔓切り サツマイモ 

 

 

試し掘り 

塩ゆでしました 

 

 

 

見て見て！すごーい！ 

 

 

 

にじ組もおいしい！ 

さくら組の試食 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

コアラに夢中 

 

花火↑ 

良い天気になりました 

 

お昼は園で一緒に食べました 

にじ組組み立て表現

『ダイナマイト』 

聖火台に点火！ 

技名「メリーゴーランド」 

 

 

キリンと一緒に 

一緒にジャングルぐるぐる 

＊お願い 刊行物等で園児の写真を掲載させていただくことがあります。また、10
月よりHPにも載せています。「園の活動」もありますのでご覧ください。 

カピパラ 大きい！ 

 

 

 

 

コバトンの遊具で遊びました 

大成功！ 

 

今年はパラバルーンに挑戦 

 

 

 

さくら組ダンス「ン・パカマーチ」 

＜第２弾＞ 

ここはどこ

でしょう？ 

 

さくら組 

 

トンネルかけっこ 

 

 

にじ組 

リレー 

親子でダンス 

 

 

ジャングルぐるぐる 

フィナーレ 

 

 

ご褒美メダル 

 

 

 

「トリック オア トリート」 

夢中で聞いています 

 

 

 

 

トリック オア トリート！ 

 

 

 

 

 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「にじ組みたいにしたいから」 

 

2学期に入り、お弁当の時間に牛乳を運ぶお当番活動を始めました。１ヶ月ほどが経ち、A君

が「お当番の歌を歌って」と私に言ってきました。「いいよ。どうしてそう思ったの？」と聞いて

みると、「大きい組みたいにしたいから」と少し照れた様子で教えてくれました。「お当番さん、

お当番さん、前出てください♫〜」とピアノに合わせ、お当番さんが前に出てきました。少し照

れながらも、にじ組さんのように言えることが嬉しい様子で大きな声で初めての「いただきます」

の挨拶をみんなの前ですることができました。 

 

 運動会を目前にしたこの時期、さくら組のみんなは、運動会に向けて、クラスのみんなで力を

合わせて頑張るにじ組の姿を間近で見てきました。「ダイナマイト」の曲が始めると、「始まっ

た！」と遊び途中の手を止め、テラスに出て行き、音楽に合わせてにじ組の演技を見よう見まね

で一生懸命に取り組んでいました。運動会の活動を通してにじ組への憧れが芽生え、自分たちも

にじ組さんのようにやってみたいという姿が、A君の「大きい組みたいにしたい」という気持ち

へと繋がっていったのだと思います。今では、出席の報告を職員室の先生に伝えることにも挑戦

し、少しずつお当番活動の内容も増え、「今日のお当番は誰？」と子供たちから自分が当番になる

日を楽しみする声がよく聞こえ、一生懸命に取り組んでいます。 

  

「これならおれにもできるから！」 

 

 お店屋さんやさんごっこの品物を作っているときのことです。「やってみたいけど、難しそうだな。」

とＡ君。すると、Ｂちゃんが「Ａ君、私が途中までやってあげるから続きをやってみて。」と言いなが

ら、ハサミで牛乳パックを切って、ストラップの飾りになる部分を作り手渡しました。A 君は「あり

がとう。」と受け取り、嬉しそうに切ってもらった物に飾り付けを始めました。しばらくして私が側に

行くと「先生！これなら（飾り付け）おれにもできるから、こんなに作っちゃったよ。」と嬉しそうに

教えてくれたA君。その嬉しそうな A君の表情を見て私も嬉しくなりましたが、Ｂちゃんも隣でにっ

こり！とっても満足気な笑顔でした。 

 

 お店屋さんごっこに向けて、「宝石が作りたい！」「剣が作りたい！」など、やる気満々のにじ組のみ

んなですが、「こうしたいな」とイメージを膨らませて作りたい気持ちと、それを実現して形にするこ

との難しさに葛藤する姿が、製作を進める中で見られます。さくら組の時は「先生、やって。」「できな

い。」と教師を頼ってくることが多かったのですが、最近では、Ｂちゃんのように友達を手助けしよう

としたり、「一緒にやってみよう！」と協力しようとしたりする姿が少しずつ見られるようになってき

ていて、友達とのやり取りの中で出来ることも増えてきました。Ｂちゃんに手助けしてもらったＡ君

は、ストラップ作りができて本当に嬉しそうでした。友達同士、助けたり、助けてもらったり、そんな

機会がこれからも増えていくように取り組んでいきたいと思います。 


